
サラリーマンの似合う場所。自分視点。当初、お店
の少し離れた位置から徐々にズームしてドア前への
展開に入ろうと思っていたが、vistaの意味と絡め
て、ある程度の狭さの道を見通しているところから
スタートし（つまり両脇にお店等）、少しだけ歩
き、ラーメン屋の前あたりでカメラがドア前へ回転
という展開にしたい。（もしもロケ店付近の通りが
良い雰囲気ならば、そこから映像で展開してしまっ
ても良いかも）
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ここから既に店内では本編が始まっている。自分視点。店の中に
入るか入らないかはユーザーの自由。透過度の悪くなったガラス
から中がぼんやり見える。基本的にはドアの前でたたずみ中を覗
いている状態からワンクリックで店の中に入って行く為、ほぼ大
抵の人はクリックするものと思う。が、クリックせずにずっと見
ることも出来る。直、ドアの前でたたずんでいる時はドア及びガ
ラス等がアップになる為、見栄えに注意が必要。
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客は一人のまま。後から入ってくる客も
居ない。客(A)と店主のやりとりのみ。
ドミノも最後まで行く前に必ずどこかの
段階で客(A)がドミノを倒してしまう。
また並び始める、の繰り返し。延々と。

�f�l�q�w�•�œ�›�T�V
ü�Z�¨�å�µ�ý�`�t�3�º�›�÷�M�o�ˆ

�”�{�§�¢�ï�»�”
n�`�T�s�M�±�M�3�w�¤�t�x�l�	�"�
�U�°


��i�Z�{�Ð�g	Ô�t�x�3�w	�
��U�°
��z�°�¹�°�¹�q	��i

�›�ˆ�T�`�o�M�”�{�M�m�‹�w� 	í�{
r�T�’�_�o�M�h� 

	í�{�\�w�‡�‡�c�l�q�÷�M�o�M�h�M�>
ü�t�‹�s�”�{

�¨�å�¨�å�¨�å�{�3	��x�\�j�’�t�_�²�V�‹�d�c�k�p�w�°

�t�‹�s�M�{�•�•�-�È�t�s�l�h�Ö�“�±�{
��°
��2�Z�”�Y

�’�M�w���›
H�Z�l�	�"�
�w�¡�t�K�”
z���M���M�œ� �t�2

�”�{	�	í�w�§�¢�ï�»�”�w�²�\�O���t�x
h
(�M�,�«�n�›

�K�|�h�3	��{ �l�	�"�
�x�^�l�V�T�’�è�w
²�t�K�”�å�”�Ý

�ï�›	ï�‚�‘�O�q�`�s�M�{

お店の雰囲気については天帝
がばっちりなのでそれを参
考。店内へ入っている最中も
引き続き自分視点。歩いてる
かのようにカメラも揺らす。
どんどん奥に行き客(A)の隣、
または一つ抜かした席までき
て（ランダム）座る。ここの
描写は難しいかもしれない。
客が食べてない理由は「考え
中」参考。
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音は基本的には現実にわりと忠実に。中高音ばかり強調されたラ
ジオの音をメインにドミノの配置音、食事音、注文の声が鳴り響
く。（ラジオじゃなくてテレビでも構わないが、その場合映像も
作らないといけないので手間がふえる）
ラジオの音がある意味BGMとなる。

ドミノ配置はカウンター一番奥から。当初、既にドミノ配置をし
ているところに店に入って行く予定だったけれども、まず始めは
普通なラーメン屋さんという空気を出したいので、このタイミン
グからスタート。ちなみにここまでは「私」が席についてから５
秒ぐらい？客の動作がここからスタートする（客(A)もそそくさ
とラーメンをすすりだした）、という件については別に記載して
ある「考え中」を参考。

注文すると炒める音等が１秒ぐらいなりそれで完成。この時はカ
メラ固定。ちょうど店主を正面に迎える感じ。つまり注文する時
の料理札からそのまましばらく視点を強制することになる。その
間はナビゲーションを半透明？客が入ってくる時は、もしもカメラモードがオートにしてある場

合に、ちょうどドアの上に配置してあるカメラで客の肩を追う。
モードがそれ以外の場合は、ガラガラガラ、という音だけで良い
と思う。カウンターの延び方については、画面奥からカウンター
が壁からにゅっと出てくるイメージ。今のところ。

客の入るタイミング、また最終的に何人になるかはランダムで、
座る席は必ず奥から座っていく。何席か空けて席についたりもす
る。当然客が入れば入る程カウンターが延びる＝ドミノを大量に
置くことになる。処理能力的に何個くらいまでが良いかは追々み
ていく。ドミノ配置数が増えれば増える程全体としてのテンポも
速くする。

基本的にスタートから最後に向かって徐々に展開スピードが速くなっていく。これ
については下記参照。

今回の作品、全体が常に一定のリズムにのっとって進行します。

アニメーションや、カメラの移動（切替ではなく）等、秒間24コマとします。
下に□が24個あります。これがコマ。
■は発生タイミング。ちゃんと等幅で表示されてるかしら。

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□　
■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□　オートのカメラきりかえ
■□□□□□□□□□□□■□□□□□□□□□□□　ドミノ配置
■□□□□□■□□□□□■□□□□□■□□□□□　その他１
■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□■□□　その他２
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■　アニメーション

全てのイベント、カメラ切替、アニメーション等、
「発生する場合には」上記のように必ずクオンタイズされます。
基本はランダムで確率操作していくことになりますが、それらのタイミングは全
て。

それで、始まった当初は1秒に２４コマですが、
これが0.9秒で24コマ、0.8秒で24コマ、とだんだんと速まって行く感じになりま
す。
（で、さっきのようにドミノを置いてくスピードも速くなってくと）
勿論他のタイミングも全てそれに合わせて速まります。
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後半ヒートアップしてきてからは、客の注文もあまりきかなく
なった方が良いかも。
最後の一個のドミノを奥く段階からカメラ強制。あとはあらゆる
角度、拡大率からドミノの先頭を追っていく。器と器の間を縫っ
ていくようなスピード間のあるカメラ。＞見通し
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展望, 眺望, （狭く長い通りなどを通して見た）見通し, 見通した
景色；見通しのきく街路［並木道］／（過去の）回想；（未来
の）予想, 見通し, 展望；（広大な）知的展望。

これらはvistaの言葉の意味。ここと朴さんが昔言っていたドミノ
は時という言葉を結びつけられないかと。ドミノが置かれること
で初めて時が進む→客が動き出す。ドミノが速く置かれて行くこ
とで時も早く進む。じゃあオチでドミノが倒れることによって、
時に対しての変化をどうするか？客らの邪魔については？等、そ
こらへんで悶々と考え中。ここが上手くいけばドミノを自体への
意味が間接的にしろ出来そうな気がする。ドミノを置いて現在の
進行、後ろ向き倒れて過去に逆戻り（そこまでの客らの動きも逆
再生、カウンターもチジム、もの凄いスピードで）。邪魔した場
合には強制的に後ろ向きに倒れるようにするとして、じゃあ普通
に最後、オチとしてうまく倒れたら？浦島太郎的に時間を進め
る？店主は未来への展望？このラーメン屋がある通りを未来への
道とすると、ラーメン屋は回想からドミノを積み重ねることに
よって展望（店の外へ）に繋げ.....とかぐるぐると。店主は未来へ
の展望の案内人か。オチ含め、ここらへんは初期の作業にはあま
り影響しない部分と思っているから、もう少し時間をかけたい。
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店主も客も、動きとしてはかなり省略する。例えば店主ならば、
ドミノを置くところまではアニメーションしつつ、腕を戻すのは
省略。一つ一つの行動、例えばドミノを置く、器を持つ、ラーメ
ンをすする、等で分けて作っておき、それらを組み合わせる感
じ。＞客参考。関節の分け方は絵のとおり。もしかしたら背中で
もう一回分けるかも。（猫背にする為）
このアニメーションでもリズムを大事にしたい。
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客のほとんどの行動はランダムに発生する。自分以外の客は連鎖
しやすくなっており、例えばAが、ラーメン注文行動が発生する
と、BやCのラーメン注文発生確率が上がる。連鎖した状態じゃ
ないと出てこない行動がある。また、それらの行動発生のタイミ
ングはテンポのところに書いたとおり。

客は20種類ぐらい用意しておく。それぞれに外見的な個性と、
行動での個性を持たせる（各行動が発生する確率を上下させるこ
とによって）例えばこんな感じ。

客A
■外見的個性
馬場さんモデルで縦横比率+-10%
■行動での個性　時間
せっかち 3+-10%
気分屋 5+-10%
■行動での個性　注文
注文しない 2+-10%
チャーハン 16+-10%
水 2+-3%
■行動での個性　その他編
口に運べない 5+-3%

とかとか。実際はもっと膨大。
ただ、この連鎖の時に画面分割が出来るか出来ないかで大きく変
わってくる。
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・客がラーメンをずっっっっとすすってる
・店主が出した料理が無茶苦茶小さい
・ある客を覗いてみたら麵しか残ってない
・客がドミノを箸で並び替えてる
・店主がドミノを客の手の上に置く（もう客は動けない）
・なるとを頼む客
・他の客視点にしたのに誰も居ない席
・連鎖が続いてる時に「大盛り」という客
などなど

画面下のどちらかにカメラ位置切替ボタンと注文ボタンがある。
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押すと画面が料理名が書いてある札らが吊るされてる場所（これ
は撮影場所を生かしたい）にぱっと切り替わってクリックで注
文。元画面。金額云々の件も出ていたが、ある程度注文するとこ
の注文するボタンが「食べ過ぎ」に変わる、とかで良いかも。

基本はオート。ただし順送り逆送りで切替可能。
■カメラ位置例
・自分視点
・客視点（この場合はそれぞれの背中後ろからカウンターを覗き
込むような感じ、客が増えれば増える程、客(A)、客(B)と増えて
いく）
・店内視点（店内の各場所にセットしておく。4つくらいあれば
十分か？オート専用のカメラもあり）
・ドミノ視点（店主のドミノを置く手を追いかける、またはドミ
ノの先頭を真正面から）
・店主指視点（客側をみている）
※自分視点以外で自分自身が画面に写っている時は「あなた」又
は「自分」とか、とにかく自分を特定するなにかが表示される。
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ユーザーのマウス位置に反応して、カメラのアングル、それと拡
大率が動かせる。

出来るのであれば画面分割は是非やりたい。それによって大分変
更も有り得るので、早めに可能かどうかを知りたい。
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基本的に自分だけは勝手に動かない。自分視点の時のみ、あえて
説明はしないが器のドラッグと実際に食べることが出来る。手は
透明でも良いか？箸のみがみえていて、マウスを追いかけてき
て、クリックで箸を掴む。掴んだ先が料理部分ならそれを喰う。
器部分ならドラッグ出来る。



寂れたラーメン屋。入り口あたりがややL字的なスペース。狭い。カ
ウンター席しかない。椅子が３つしかない。椅子は丸くてカバー端が
破れて黄色いスポンジが見えたりしている。照明は黄色く、又は青白
く。かすれたラジオの音。無愛想な店長。外は雨。湿ってる。じめっ
としてる。サラリーマンの似合う場所。背広がやや雨に濡れる。新聞
の匂い。店長はドミノをカウンター左端から置き始めている。既に一
人サラリーマンAが座って食べている。メニューはチャーハンと餃
子。ガラガラガラ。ポツポツポツ（雨の音が一瞬聴こえる）あなたが
入ってくる。店長は見向きもせずずっとドミノを置いている。ちょう
どAのラーメンが置いてあるあたり、Aの食器を正確に避けながら。
あなたはメニューをみて注文。ラーメン。無愛想な店長はちらっと顔
をみて何もいわず作り始める。ザーザッザッ1.５秒。ラーメンが出て
くる。再びドミノを並べ始める。Aのお箸から餃子がこぼれおちドミ
ノが崩れる。不機嫌そうにまた端から並び始める店長。しばらくして
客が入ってくる。また次の客が入ってくる。カウンターがどんどん延
びる。椅子も増える。注文時以外は延々とドミノを置いていく店長。
ラーメン、餃子、チャーハン、お箸、さまざまな障害物を避けるよう
にそして包むようにカツカツカツカツ。手慣れた動作で冷静に。やが
てカウンターを埋める。嬉々するのを隠しつつもドミノのスタート位
置へ。倒す瞬間がたまらない。倒す。すごいスピードでドミノが走り
出す。カタカタカタカタグルグルグルグルグルグルカタカタカタカ
タ。カメラはドミノに超接近。カタカタカタカタグルグルグルグル。
最後に倒れる何か。そこはベタにvistaよろしく的なメッセージ。カメ
ラが引いていき....もうお客は誰もいない。ただ一人また端からドミノ
を並べだす。ガラガラガラ。雨の音の中からまた一人客が入ってく
る。注文。ビール、ビール、ビール。ザーサイ。
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